メディチ家の至宝　ルネサンスのジュエリーと名画
東京都庭園美術館（港区・白金台）　2016.4.22〜07.05
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　「東京都庭園美術館」は、1933年に建設されたアール・デコ様式の旧朝香宮邸宅とその空間をいかした建物に緑豊かな庭園が調和した独特な美術館である。
　「メディチ家」は、ルネサンス文化発祥の地であるイタリア・フィレンツェに300年に渡って君臨した名家で、一族は優れた芸術家たちの強力な援護者となったため、「ルネサンス時代の代名詞」といわれている。
　本展は、その財宝が集められた「ウフィツィ美術館」や「ピッティ宮殿の銀器博物館」などから、宮廷画家「ブロンジーノ」らによる肖像画、一族が愛したジェリーや美術工芸品を一堂に展示する本邦初公開の展覧会である。
＜展覧会の見どころ＞
１．古代の神々や神話をモチーフにした≪ナクソス島のバッカスとアリアドネ≫、≪優美神にかしずかれるウエヌス≫、≪ミネルヴァとヘビを絞め殺すヘラクレス≫などの「カメオ」が多数出品。
２．トスカーナ大公家となった一族の歴史を物語る、歴代のメディチ家当主や妃の肖像画約20点と彼らにまつわるジェリー約60点。
３．ブロンズィーノ作品の17歳という若さでこの世を去った娘マリアの肖像画≪マリア・ディ・メデイチの肖像≫は、本邦初公開で母親ゆずりの特有の滑らかな肌の質感が残る名画。（写真　1551年）
４．アール・デコ様式の旧邸宅という空間で作品を鑑賞すると、ルネサンス時代の人々の息遣いを身近に感じることができる。
